


















13 億人を誇る中国を筆頭に、12 億人以上を抱えるインド、2億人のブラジル、1.5 億人のロシ
アなど、巨大な自国市場と自国内に豊富な自然資源を抱えている BRICS諸国が、グローバル
経済の表舞台に姿を現すようになったのである。




















図表 序-1 2000〜2014 年 BRICS の経済成長推移

















出所：IMF - World Economic Outlook Databases, October 2015
て、今日のグローバル経済、グローバル社会の大きな変化の影響は大きく、極めて困難かつ未
曾有の企業革新、事業活動のパラダイム転換が求められているのは必至である。
2010 年には GDP（名目）で中国に抜かれて世界 3位になってしまったし、人口の多いイン
ドにも GDP で追い抜かれるのはそう遠い先ではない。しかし GDP で世界第 3位とはいえ、
国民一人当たり GDP のランキングをみると、日本経済のかつての強さはみる影もない。1989
年当時、GDP で第 2位、一人当たり GDP でも世界 3位であった日本は、2007年に一人当た
り GDP でシンガポールに抜かれると再びアジア No. 1 の座に返り咲くこともなく、金額ベー
スで、ついには OECD 平均よりも低くなってしまった2)。リーマンショック直前までデフレ
脱却が期待されていたが、それも虚しく 2009 年にはほとんどの企業で業績の下方修正を余儀







図表 序-3 2000〜2014 年先進国諸国の経済成長
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